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台湾産ヒメバショウ(紅藻，コノハノリ科)の原標本について
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MIKAMI， H. 1988. On the original specimens of Neoholmesia neuザmenioides(OKAMURA) WVNNE 

(Delesseriaceae， Rhodophyta) from Taiwan. Jpn. J. Phyco1. 36: 241-245. 

Morphological studies were carried out on the original specimens of Neoholmesia neu~Ylllenioides 

(OKAMU臥)WVNNE and the following characters were confirmed : 1) the thallus is polystromatic 

except the growing margins， 2) the thallus grows by means of a single transverse1y-dividing apical 
cell， 3) intercalary cell divisions are absent in the primary cell row， 4) initial cells of second-order 
cell rows reach the thallus margin， 5) tertiary initials do not always reach the thallus margin，6) 
spermatangial sori are scattered over the thallus surface， 7) spermatangia1 mother cells are formed 
by repeated divisions of an initial cell， 8) the initial cells are formed pericentrally from a vegetative 

cell， 9) tetrasporangial sori are scattered over the thallus surface， IO) tetrasporangial primordia are 
cut off from surface cells， and 11) tetrasporangia are 20-32μm in diameter and cruciate1y or 

tetrahedrall y divided. 
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ヒメバショウは1925年に台湾の三犯角で採集され，

OKAMURA (1929)により Botりlocarpaneurymenioidesと

して新穣記械が行なわれた。しかし間もなく彼は木磁

を Holmesia属lζ移し H.neurymenioides (OKAMURA) 

OKAMURA (1932) と改めた上で日本海藻誌(岡村

1936)に登載した。その後本穫が採集された記録は全

く見当らない。ところが，かねて本種の扱いに疑念を

示していた WVNNE(1970， 1985)は本種の原記載を検

討した末，ヒメパ‘ンョウlζ対して NeollOlmesianeuヮme-

nioides (OKAMURA) WVNNE (1985)の新併合名を発表

した。

幸いな乙とに，ごく最近になって北大理学部脂葉j卒

中 (SAP，herb. OKAMURA)に本種のタイプ版本を合

む原標本が見いだされ，早速観察を行なったところ今

までに舷認できていなかった幾つかの知見がfSられた

ので次に報告する。

外形:}京標本 5葉のうち， Fig.1は本種のタイプ標

本である。添付ーされているラベル (~135号)上には，

大正14年4月29日採集，産地は三gii戸J.type specimen 

と記されている。原記械に示されているように，本車fi

は紅藻スジムカデ(GratelouPinramosissima)の体上lζ数

個ずつ着生し，外形はバンド状，披~I 状又は舌状で，

体の下方lζ向い次第に制くなる。単条又は不規則lζ分

|肢し，長さ 2-6cm，幅は 5-IOmmである。体は始

め平滑でtあるが，後lζ体の両面より小葉を点状!L~tず‘

る。縁;11は全縁又は小葉をふさ状につける。

生長点と内部構造:Fig.2 ，主主薬の生長点， Fig. 3 

は縁辺小葉の，そして Fig.4は主葉上l乙副iUする点

状小葉の生長点を示す。即ち，明らかに1)横IL関節

する頂端細胞 (a)を持ち， 2)第 I位細胞列内lζ介生

分裂は認められず，そして 3)第3位細胞列の始原細

胞(i3)はそのすべてが体の縁辺lζ達するとは限って

いない。次に Fig.5は体の縁辺部， Fig.6は新小葉

の，そして Fig.7は主葉の基部それぞれにおける断

而を示す。体は生長点及びその付近の縁辺部を除き多

層構造を示しており，体内部lζ|匂って柔細胞は次第に

大型となる。

精子溌:本種の精子盆斑は体の両l面上lこ散在して生

ずる (Fig.8)0Fig.9はその断luiを示す。*種の精子

~母細胞は始1m細胞の反復分裂によって形成され，始

原細胞は体細胞から pericentralIy ，ζ形成される。

四分胞子袋・本種の四分胞子議斑は体の両面上lζ直

接散在して生ずる。 Fig.IOは四分胞子護原基 (p)の

表面観， Fig. 11はその時期の断面を示す。即ち，木

種の四分胞子賞Hii基 (p)は皮層内部からではなくて，

(KYl.JN 1924)のいう surfacecellから切りi1lされる。
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Fig. 1. NeohoLII印刷 neuりl/Ilenioides (OKAMURA) WVNNE. Ho1otype specim巴n

collected from Taiwan (Santenkaku) on Apri1 29， 1925， (SAP， herb. OKAMURA). 

Fig. 12はほぼ成熟)THζ述したと比られる四分胞子治i

'1t'J'の表[日制， そ して Fig.1 3 はその lI~j)UJの|折而を示す。

四分胞子裂は乾燥状態下で径 20-32μm，多く は十ej':

;f，)'Uζ分割するが， 11与に三f(J ~!f状分!，~JJ も認められる 。

考 察

ヒメバショウは初め Botlyocaltα };Jiのおiメンノミーと

されたが (OKAMURA1929)，間もなくその化長点椛造

がコノハ/リ亜科中の Membrollottera型 (KVLlN 1924) 

(C当たるとされて HolmesillJ，市に移された (OKAMURA

1932)。 しかしその際， その般投sとなるような rHiliiな

|立1I坂2与は少しもノJ'怠れなか った。まず， ヒメ バショウ

のと1 :長級王.~{r'(li ，Wは他の{r l 'i聞に比べて(r'(liかに容易ではな

い。 それは ，.j~.foI)が多 j凶椛造を持つため， 生，長.... ;i.1ζどく

技jl1してすみやかにj支Ji"':i細胞形成が始まり多Ji'i化lζli'J

かうためである。それゆえに第 l位， ;:r~ 2 (:立&び~~ 3 

位制1111包タ1)の各細胞はl支出羽1111包J目の下におおい隠されて

しまうからである。/;-1111， ミ!いにも比般的体質のiViい

hjfd~:外;が初めて」よい 11 \ され，それをmいる乙とにより

本Hの'1:.長以式は，まさに j'vfembrallottcra迎である乙

とを!日かめる乙 とができた。即ち 1)桃に関節する

1 Ol!1 のJJl~;I.i K11I胞をj~fつ乙と ， 2)第 1(立細胞~iJ内 !C介

'1，分裂が作イ1:しない乙と， &び 3);:rl3 (立細胞タIJの始
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Figs. 2-7. Neolzolmesia Ileuワmenioides. 2. Apex of blade showing apical segmentation (cortical cells 
not shown). 3. Apex of marginal proliferation (cortical cells not shown). 4. Smallleaflet on surface of 
primary blade. 5. Cross section of marginal region of blade. 6. Origin 01' leaflet. 7. Cross section of 
basal portion. a， apical cell; numerals 1-9， segments of apical cell; i2， i3， initials of2nd and 3rd order rows. 

原細胞のすべてが必ずしも体縁辺lζ到達するとは限ら

ない乙とである。次にみ;種の四分胞子褒は体の表j(II上

lζ直接散在して生ずることが既ICOKAMURA (1929) 

により示されていたが，乙のたびの観察を通してそれ

が健かめられた上に，本種の四分胞子嚢原基(p)はI付

部の皮層細胞からではなくて， surf ace cellから生じ

KVLIN (1924)のいう Delcsscria型起源であることもあ

わせて解明された。

と乙ろで Holmesia属(J.AGARDH 1890)における

四分胞子嚢は体表上l乙直接生ずる乙とはなく，体表上
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IL房状lζ群生する特別小業上lζ形成される特性をもっ

ている (WAGNER1954)。従って木種ヒメバショウを

依然として Holmesia属にとどめおくことは妥当では

なく，近縁の N叩 ，holmesia(MIKAMI 1972) Iζ移すべき

であるとした¥VVNNE(1985) の見解lζ一応同意する

ととができる。更に今回の観察で初めて本種の雄性体

が見い出され，その精子護母細胞の発生様式は他の多

くのコノハノリ仲間の場合と同様 TAZAWA(1975)の

示した D3型である乙とも確かめられた。そ乙で成る

不安の点は本種の雌性体が今もって発見されていない

乙とである。従って将来，本種の雌性体が採集され

て，そのプロカルプ構造と誕巣形成iζ至る過程が究明

されたとき，始めて本種ヒメバショウのiEしい所属に

ついての断定を下す乙とができるものと考えられる。

終りに貴重な原襟本の閲覧と共に終始懇切な助言と

配慮をいただいた北大理学部植物分類学講座の吉田，忠

生教授に深謝申し上げる。
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Figs.8-13. Neoholmesia neuヮmenioides. 8. Surface view of spermatangial sorus. 9. Cross section of 
spermatangial sorus. 10. Surface view of tetrasporangial primordia. 11. Cross section showing tetra-
sporangial primordia cut off from surface cells. 12. Surface view of mature tetrasporangial sorus. 13. 
Cross section oftetrasporangial sorus. i， initial cell ofspermatangial mother cell; m， spermatangial mother 
cell; p， tetrasporangial primordia; sp， spermatangium; t， tetrasporangium; v， vegetative cell. 




